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令和４年度第２回仙台市宮城野区区民協働まちづくり事業 評価委員会 

 令和４年度まちづくり活動助成事業（追加募集）事業計画説明会 議事要旨 
 

 

日 時：令和４年６月 15日(水) 午後６時 30分～７時 00分 

場 所：宮城野区中央市民センター２階 第１会議室 

出席者：井上委員長、佐藤副委員長、有坂委員、葛西委員、 

庄司委員、まちづくり推進課 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

１ 開会 

評価委員の紹介・概要説明 

 

２ 事業計画説明及び質疑応答 

（１） 事業名：市バスに乗って行こう―新浜の貞山運河小屋めぐり  

団体名：貞山運河倶楽部 

＜質疑・意見＞ 

委 員 令和３年度まで新浜町内会が宮城野区でまち活助成を受けていたことは知っている

か。 

説明者 存じている。 

委 員 本事業で作成を考えている貞山運河小屋めぐりガイドマップもこの資料（事業説明者

が資料として当日配付した過去に作成した情報誌 A3 二つ折り・カラー）のような

ものか。 

説明者 その想定である。今年度作成予定のマップは、荒井駅周辺をわかりやすく詳細に示し

たものにしようと考えている。 

委 員 情報誌は何部作成して費用はいくらだったのか。印刷会社に発注して作成したものか。 

説明者 この情報誌は印刷会社に発注したが、デザインをメンバーに依頼したためそこまで費

用はかかっていない。しかし、今回作成を考えているガイドマップはアーティストに

デザインを依頼する予定であるため 3,000 部作成するのに印刷費と合わせて 150,000

円の予算としている。 

委 員 150,000 円のうち、印刷代にいくら使う想定か。 

説明者 そこまで詳細な見積りは出していない。 

委 員 案内チラシも同様にアーティストにデザインを依頼する予定か。 

説明者 そのとおりである。 

委 員 発表資料中の過去の活動の中に「新浜の貞山運河の渡し舟とフットパスなどの協力」

とあるが、貞山運河倶楽部が主体となって行ったものではないということか。 

 説明者 新浜町内会に協力したかたちで行ったものであるため、主催はしていない。活動内容

として併記すべきではなかったかもしれない。他の活動実績はすべて主催したもので

ある。 

 委 員 本事業はアートイベントのように感じるが、交流人口を増やすことを目的としている

のか。 

 説明者 いずれそうなればよいと思っているが、まずは興味を持ってもらいたいのが一番であ

る。これまでいろいろな活動を行ってきたが、参加する人が固定されているため、若

い人やクリエイティブな人等新しい層を取り込んでいきたい。新浜には新浜タワーや
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小屋などのアート作品があるのでぜひ見てもらいたい。 

 委 員 この地域の事業は人がいなくなったところに人を呼び戻す、移住してもらうことを視

野に入れているものも多いが本事業は違うのか。 

 説明者 新浜の良さとして広い土地に畑を借りたり小屋を作ったりする暮らしができること

がある。来てもらうことで新浜に住むことの良さを見て知ってもらいたい。 

 委 員 この事業を行うことで現在の地域住民にメリットはあるか。 

 説明者 新浜の魅力を伝えていくことで居住者が増えれば一番良い。 

 委 員 資金を集めるためにも参加費、保険代、資料代等参加者の負担があってもよいのでは

ないか。200～300 円くらいの参加費をとることは現実的か。 

 説明者 今年度は初開催のため無料にしたが、200～300 円の参加費をとることは可能である

と考える。 

 委 員 事業の作り手のほうにも若い層を取り入れて活動してほしい。 

委 員 昨年度まで若林区でまち活助成を受けていたと聞いたが、どのような活動を行ってい

たのか。また、その時の成果を宮城野区でどう活かしていこうと考えているか。 

説明者 新浜で演劇や音楽の発表をする文化祭を企画していたが、まちづくりの趣旨に合致し

ないという観点から採用に至らなかった。やりたいことが多岐にわたりすぎて内容が

まとまっていない感じもあったため、それを踏まえて今回申請した事業は新浜の一番

の特徴である農業や景観に絞った内容にした。 

 委 員 どの事業においても若年層を取り込むことや後継者の育成が難しい課題となってい

る。その点はどう考えているか。 

 説明者 土地の活用について若い人たちに考えてもらう機会の創設や仕組みづくりができれ

ばよいと考えている。また、宮城野区で活動している若いアーティストが地域の子ど

もたちのアイデアをもとに小屋をデザインという例があるため、それに続くような子

どもたちに意見を出してもらう機会をたくさん作れればよい。 

委 員 小屋作成の材料費や土地の利用代はどうしているのか。 

説明者 小屋が建っている土地はすべて無償で提供している。小屋の材料費はメディアテーク

等から協力があると聞いている。廃材を利用しているところや自費で材料を購入して

いるところもある。貞山運河倶楽部の予算からは出していない。 

 

＜協議結果＞ 

 助成事業として採択する。 

 

３ 閉会 


